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論文内容の要旨
本論文は、有機インジウム化合物をその他の活性有機金属化合物の中で位置づけることを目的とし、
アルキルインジウムとして一般性の高‘いエチルインジウム化合物を選んで\インジウムの影響下にあ
る有機部分(アルキル基等)の挙動を研究した成果を述べたもので、その内容は、緒言、本文 3 章、
および総括とからなっている。
緒言では、本研究の目的とその内容についての概要を記述している。
第 l 章は、 トリエチルインジウムの In-C 結合の反応性について述べている。 トリエチルインジウ
ムは、低温では、各種多重結合を有する有機化合物と反応して特徴的.な有色錯体を生ずるが、これら
の錯体は、高温で、は、ーモルの In-C 結合を開裂して、選択的に水素移動あるいは、エチル基移動生
成物を与えることを見いだし、その遷移状態として 6 または 4 員環状態を推定している。一方、他の
多くの活性有機金属と異なり、有機試薬の官能基の炭素上の立体障害のみに規制されるこれらの挙動
は、 トリエチルインジウムが単量体構造をもつこと、および自動的にエチレンを放出することが困難
であるという 2 つの性質によると推定している。
第 2 章は、 トリエチルインジウムが過剰のフェニルイソシアナートと反応して、 In-N 結合を有す
ると考えられる 1 :1 付加体を通り、 2 .4-ジオキソー 6- エチリデン田1.3. 5- トリフェニルヘキサヒドロ
由1.3. 5- トリアジン、 N.N~N C!トリフェニルピウレット、 N- フェニルフ。ロピオンアミド、 2 .4ージオ
キソー 6.6- ジエチルー1.3. 5- トリフェニルヘキサヒドロー1.3. 5- トリアジンを与えることを見いだし、
その反応スキームを推定している。 トリエチルアルミニウムやジエチル亜鉛と異なるこの特異な挙動
は、 1 : 1 付加体の金属一ヘテロ原子結合が、各金属によって特徴的であると考えられると推察してい
る。
第 3 章は、ジエチルインジウムチオベンゾエートを合成し IR スベクトル、分子量測定より、こ
の化合物は、分子内キレート単量体構造をもっと推定している。酸性またはアルカリ条件下で加水分
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解するとチオ安息香酸の他に、 かなりの量の安息香酸を与えること、また、この化合物は、熱分解で
はエタン、モノエチルインジウム、スルフィド、 1 : 1- ジベンゾイルエタンを与えることを見いだし
これらの特異な挙動は、 In-S 結合の著しい安定性によるものと推定している。
総括では、以上の結果をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文はエチルインジウム化合物の反応、性について述べたもので、次のような結論を得ている。
(1)トリエチルインジウムは各種極性多重結合を含む有機試薬と反応し、ーモルの In-C 結合を開裂し
てその官能基の炭素上の立体障害の程度により、選択的に、水素化、エチル化反応生成物を与える。
(2) トリエチルインジウムは過剰のフェニル イソシアナートと反応し、 1 : 1 付加体を通り、 トリア
ジン、ピウレット、アミド誘導体を与える特異な反応をする。
(3) ジエチルインジウム チオベンゾエートは、熱的にも試薬に対しでも In-S 結合が安定であり、
S-C 結合を開裂する特異な反応、をする。
以上の結果は、有機インジウム化学の進歩に新しい重要な知見を与えるものである。
よって本論丈は、博士論文として価値あるものと認める。
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